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本論文は、新しいポリテトラフルオロエチレン (PTFE) の加工技術に関するもので新しい機能を有する PTFE 膜
を創出すると共にその特性を明らかにしているo
第 1 章では、 PTFE の優れた物性を論じ、その加工面の問題点を論じつつ、本研究の全内容について述べているo
第 2 章では、 PTFE 成型法として炭化水素オイルを潤滑剤として、時間をかけて加熱、加圧下で成型する単軸伸展法
を採用し、 PTFE 膜の繊維化の強度と分布の均一化を達成しているo この膜のシーリング材としての特性をスカイプ
法 PTFE 膜 (s-PTFE) や充填物含有 PTFE 膜と比較し、その優れた特性を明らかにしている。第 3 章では炭化水
素オイルを潤滑剤とする PTFE 成型品を高温で焼結し、炭化水素オイルを追い出して PTFE 粒子の合体を促進させ
た後、外力により双軸延伸を行い、均一かっ繊維化が進む微細構造をもっ伸展型ポリテトラフルオロエチレン膜(以
降 e-PTFE と呼ぶ)の調製に成功している。 e-PTFE 薄膜には伸展性が出現するようになり、 PTFE 膜のガスケット
材料への応用を見出し、その特性を明らかにしている。第 4 章では、ガスケット材料の Pressure Vessel Research 
Council (PVRC) による室温気密テストに対する解釈を提出し、その評価方法を論じている。第 5 章では e-PTFE
と s-PTFE の蒸気浸透特性をポリカーボネート膜と共に検討し、 sヂTFE 薄膜の表面を3600Cで表面焼結することに
よって、アルコール存在下に水の浸透速度と選択性が向上することを見出している。第 6 章では、表面再焼結の e­
PTFE 薄膜の水溶性アルコール混合液から水を分離する能力を、浸透気化と蒸気浸透の両実験から検討しているo 表
面再焼結の温度増加とともにかPTFE 膜の表面粗さは減少するが、水の分離特性が著しく向上することを見出して
いる。第 7 章は、第 5 、 6 章で述べた事実を解析するために典型的なポリカーボネートによる酢酸分離について検討
している。第 8 章では、 e-PTFE 薄膜に、プラズ、マ照射下、親水性アクリル酸モノマーを反応させることによって、






第 l 章では、 PTFE の加工面の問題点を論じつつ、本研究の全内容についてまとめている。第 2 章では、 PTFE 成
型法として炭化水素オイルを潤滑剤として、時間をかけて加熱、加圧下で成型する単軸伸展法を検討し、 PTFE 膜の
繊維化の強度と分布の均一化を達成している。この膜のシーリング材としての特性をスカイプ法 PTFE 膜 (s­
PTFE) や充填物含有 PTFE 膜と比較し、その優れた特性を明らかにしている。第 3 章では炭化水素オイルを潤滑剤
とする PTFE 成型品を高温で焼結し、炭化水素オイルを追い出して PTEF 粒子の合体を促進させた後、外力により
双軸延伸を行い、均一かっ繊維化が進む微細構造をもっ伸展型ポリテトラフルオロエチレン膜(以降かPTFE と呼
ぶ)の調製に成功している。 e-PTFE 薄膜には伸展性が出現するようになり、その膜の優れた諸特性を明らかにし、
PTFE 膜の優れたガスケット材料としての応用を見出している。第 4 章では、ガスケット材料の Pressure Vessel 
Research Council (PVRC) による室温気密テストに対する解釈を提出し、その評価方法を論じている。第 5 章では




見出しているo 第 7 章は、第 5 、 6 章で述べた事実を解析するために典型的なポリカーボネートによる酢酸分離につ
いて検討を行っているo 第 8 章では、。PTFE 薄膜に、プラズマ照射下、親水性アクリル酸モノマーを反応、させるこ
とによって、その表面の親水性を増加させる方法を提案し、表面の活性化に成功しているo 第 9 章では本論文の総括
をしているo
以上のように、本論文は PTFE の加工技術上の問題点に着目し、全く新しい PTFE の加工技術を開発し、新しい
機能を有する PTFE 膜を創出すると共にこれまでにない優れた特性を明らかにしている。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
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